
第１号 

たんぽぽ通信 
武蔵村山病院 病児・病後児保育室「たんぽぽ」 

平成 29 年 11 月 

「たんぽぽ通信」は、病児・病後児保育室「たんぽぽ」より、市内の教育・保育施設へ向けて情報 

を発信していくお便りです。皆様のお役に立つ情報を提供していきます。 

 
 

今年の夏は雨の日が多く、夏らしい日が少なかったですね。 

せっかくの夏休み、体調を崩してお出かけできなかったお子さまも多かったのではないでしょうか。  

そんな気候のせいか、本来なら寒くなってから流行り出す RS ウイルスが８月～９月にかけて大流行 

しました。連日ニュースでも取り上げられていましたね。  

病児・病後児保育室「たんぽぽ」（以下「たんぽぽ」）でも RS ウイルスのお子さまを何人かお預かりしました。これ

から秋～冬にかけて、インフルエンザや胃腸炎が流行る季節になります。手洗い、うがいをしっかり行い予防をして

いきましょう。 

インフルエンザの予防接種は早めに受けましょうね。 

予防接種は、かかりつけ医と相談しながらすすめていきましょう。 

 

病児・病後児保育室「たんぽぽ」ってどんなところ？ 

平成 19 年 7 月に病後児を対象に開設しました。平成 28 年 10 月に改修工事を行い、11 月より病児も対

象となる病児・病後児保育室にリニューアルしました。今までお預かりできなかったような疾患のお子さまも、お預か

りできるようになりました。室内は明るく広々としており、可動式の間仕切りを設けた事で、お子さまごとに部屋を区

切れるようになり、柔軟な対応が可能となりました。床暖房も完備し、寒い冬でも暖かく快適です。 
 

 

 

仕切りを使えば個室にもなります 

 

 

開放的なスペースで遊べます 

 

 

 

《ご利用方法》 武蔵村山病院 または 武蔵村山市役所ホームページをご覧ください。 

《お問い合わせ》 武蔵村山病院 3C(小児科)病棟 042-566-3367（月～土 8:00～18:00） 
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